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衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
で
日
米
両
政
府
が
実
質
的
に
合
意
し
た
と
す
る
読
売
新
聞
報
道
に

関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
で
日
米
両
政
府
が
実
質
的
に
合
意
し
た
と
す
る
読
売
新
聞
報

道
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
交
渉
の
対
象
と
す
る
分
野
等
に
よ
り
異
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

二
か
ら
四
ま
で
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
了
解
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
日
米
政
府
間
で
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
の

日
米
首
脳
会
談
等
の
後
に
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
に
係
る
事
項
を
含
む
日
米
共

同
声
明
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
甘
利
経
済
再
生
担
当
大
臣
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
係
る
日
米
の
交
渉
が
八
合
目

く
ら
い
ま
で
進
ん
で
い
る
旨
の
発
言
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
六
年
五
月
十
六
日
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
五
五
号
）
二
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た

と
お
り
で
あ
る
。

一



七
及
び
八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
報
道
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。

九
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
六
年
五
月
十
六
日
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
五
七
号
）
四
及
び
六
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
交
渉
中
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
る
我
が
国
の
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業

及
び
第
三
次
産
業
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

交
渉
に
お
い
て
は
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
り
、
攻
め
る
べ
き
も
の
は
攻
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
益
に
か
な
う
最
善
の
道
を
追

求
す
る
よ
う
、
全
力
で
交
渉
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


